
■全体概要図

※各クリニックには病院コードを割り振る。読影会社では、患者IDを「病院コード＋患者ID」で扱う。

（病院コードを9999とした場合、患者IDは以下のようになる）

[クリニック（読影依頼側）] [読影会社]

ク

ラ

ウ

ド

読影依頼

DICOM, JPG 等

読影ファイル

ファイリング

読影情報

設定

読影実施

報告書作成

報告書

ファイリング

患者ID : 1234

患者ID : 99991234
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●読影依頼（RS_Base）

※ 読影依頼ファイルは、病院情報で設定している「読影依頼出力パス」に出力することでRS_Diagに取り込まれます。

① RS_Baseの基本情報設定
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② 読影依頼

■ 未依頼

■ 依頼済

※ 暫くすると、RS_Diagの一覧に追加されます。

クリック
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●RS_Diag （ログイン）

■ユーザ種別について

管理者 ： マスタメンテナンス等、全ての機能を使用できる。

ドクター ： 読影に必要な機能を使用できる。

事務員 ： 基本的に参照のみ行うことができる。

ダブルクリック
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●RS_Diag （初期設定）

・データベースの設定です。
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・public_html のパスを入力します。
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・各ビューアの実行ファイルのパスを入力します。

・これ以外のビューアを追加する際にはプログラムの修正が必要になります。（ビューアによって起動方法が異なるため）

7 / 31



・メイン画面の表示位置・サイズをディスプレイのサイズに応じて設定します。
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・読影画面の表示位置を必要に応じて設定します。
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・RS_DiagGet の実行間隔を設定します。
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●RS_Diag （職員情報）

・ユーザ毎に個別の設定を行うことができます。
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●RS_Diag （定型文情報）

・ユーザ、検査ごとに定型文を設定することができます。

・設定した定型文は読影時に貼り付けることができます。
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●RS_Diag （モダリティ）

・読影依頼されるモダリティを設定する必要があります。
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●RS_Diag （部位）

・読影依頼される部位を設定する必要があります。
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●RS_Diag （検査）

・各検査をどのビューアで開くかを設定します。
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●RS_Diag （検査名変換）

・複数のクリニックから依頼があった際に検査名を合わせるための設定を行います。
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●RS_Diag （病院）

・病院情報のメンテナンスを行います。
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●RS_Diag （報告書ログ）

・選択行の報告書の作成履歴を表示します。

・PDFのリンクをクリックすると、その時点のPDFファイルが表示されます。
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●RS_Diag （操作ログ）

・操作ログを参照することができます。
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●RS_Diag （取込みログ）

・取込み時のエラーログを参照することができます。
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●RS_Diag （再表示）

・絞り込み条件を変更せずに再表示を行います。

●RS_Diag （初期化）

・絞り込み条件を初期化して再表示を行います。
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●RS_Diag （RS_Baseの起動方法）

① 対象の患者IDのセルをダブルクリックする。

② 対象の患者行を選択し、RS_Baseボタンをクリックする。

③ 対象の患者IDのセルで右クリックし、コンテキストメニューから起動する。

※ RS_Baseが規定のブラウザで起動し、選択した患者のページが表示されます。
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●RS_Diag （依頼内容の表示方法）

① 対象の行を選択し、依頼内容ボタンをクリックする。

② 対象のステータスのセルで右クリックし、コンテキストメニューから起動する。

※ 依頼内容画面が表示されます。
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●RS_Diag （報告書の提出方法）

※ ユーザの個別設定で「報告書を自動提出する」にしている場合は、報告書の作成が完了すると自動で提出されます。

① 対象の行を選択し、依頼内容ボタンをクリックする。

② 対象のステータスのセルで右クリックし、コンテキストメニューから起動する。

※ 報告書の提出が行われます。
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●RS_Diag （報告書の表示）

① 対象の行を選択し、報告書表示ボタンをクリックする。

② 対象のステータスのセルで右クリックし、コンテキストメニューから起動する。

※ 最新の報告書が表示されます。
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●RS_Diag （読影画面の起動方法）

① 対象のステータスのセルをダブルクリックする。

② 対象の行を選択し、依頼内容ボタンをクリックする。

③ 対象のステータスのセルで右クリックし、コンテキストメニューから起動する。

※ 読影画面が表示されます。
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●RS_Diag （読影画面の操作方法）

① 読影画面を起動すると、自動的に対象の画像が設定したビューアで表示されます。
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② 画像の設定方法について

・画像は全部で４つ設定できます。

・クリップボードにコピーすると、自動的に左から空いている箇所に画像が設定される仕様となっています。

※手動コピーに設定を変更することも可能です。

・ドラッグ＆ドロップで画像の入れ替えを行うことが可能です。

③ 保存について

・作成途中の場合は一時保存ボタンをクリックします。

・作成完了の場合は確定ボタンをクリックします。
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●読影状況確認（RS_Base）

※読影ボタンをクリックすると、読影一覧画面が表示されます。
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※これまでに依頼した読影情報が全て表示されます。

・背景色が白色は、読影依頼したがまだ結果が返ってきていない状態です。

・背景色が灰色は、読影依頼して結果が返ってきた状態です。　

※読影済み のリンクをクリックすると報告書を表示できます。

※タイトル部分をクリックすると日別の一覧に切り替わります。
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※その日（日付は検査日ベース）の読影情報が表示されます。

・画面の仕様は全一覧画面と同じです。

※タイトル部分をクリックすると全一覧に切り替わります。
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